
医療機器産業の成長に向けた戦略
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• 医療機器のグローバル市場は大きく成長をしている一方、国

内生産額は横ばいの状況が続き、競争力の低下が課題。

• 国内医療機器産業の成長には、イノベーション創出の加速

が重要であるが、加えて、海外販路を持ち、イノベーションの

グローバル展開を担う既存企業の役割が非常に重要。

• イノベーションは、既存分野・事業の成長では既存企業のイ

ンハウス研究開発、新規分野・事業への展開ではスタート

アップ等の外部資源を活用した研究開発に強みがあるが、

既存企業による外部イノベーションの取り込みに課題。

• また、海外進出が進む（売上高比率50%超）国内企業

は売上高上位20社中7社で、海外への販路拡大に課題。

医療機器産業成長に向けた戦略

• 既存企業

→グローバルで戦うための

外部イノベーションの取込み

• 既存企業（海外売上比率：低）

→米国展開に向けた販路構築

• スタートアップ

→大手への導出を前提とした研究

開発・事業化支援

【現状認識】 【政策の重点】
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医療機器産業の成長性と国内企業の競争力

• 世界の医療機器市場は他産業と比べても高い成長率を示している。

• また、いずれの企業規模においてもEBITDAマージンの平均値が25%を超え、他産業と比較して高収益産業である

といえるとともに、米国・欧州と比較しても収益構造がほぼ同等であり、収益構造上、グローバルに向けて競争力のあ

る企業体であると考えられる。
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Fitch Solutions社発行の各業界におけるGlobal market reportより経済産業省にて作成

グローバル市場における成長率 図2 国内企業の(a)他産業および(ｂ) 他地域とのEBITDAマージンの比較
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第2回グローバル競争力強化のためのCX研究会事務局提出資料（002_03_00.pdf）を基に経済産業省にて編集

https://www.meti.go.jp/shingikai/economy/global_cx/pdf/002_03_00.pdf
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世界及び国内の医療機器市場の現状

• 世界の医療機器市場は今後も持続的に成長していく見込み。特に米国市場は、世界市場の40%以上を占めるとと

もに、2018年～2027年でCAGR 約6.4%の成長が予測されているが、日本市場の成長は約3.7%と限定的。医

療機器産業の成長には米国市場への展開が重要。※CAGR: 年平均成長率

• 国内市場に着目すると、市場成長の大部分は輸入に吸収されており、国内企業の国際競争力低下が懸念される。

世界市場の高い成長を享受し、医療機器産業が成長するには、イノベーション創出による国際競争力強化が課題。

薬事工業生産動態統計調査より経済産業省にて作成
国内市場：国内出荷額、国内製造出荷額：国内生産額-輸出額
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Worldwide Medical Devices Market Forecasts (July 2023)
2018年～2022年：実測値、2023年～2027年：予測値

各地域における医療機器の市場推移 国内市場における国内製造出荷額と輸入額の推移



• 医療機器の市場進出戦略において、販路獲得・拡大や医師への指導等の上市前後での販売・普及戦略が極めて重

要であり、イノベーションを既存企業の販売インフラに載せて世界展開する必要がある。医療機器のイノベーションの創

出は、 既存企業とスタートアップの両者が担うが、イノベーションのグローバル展開の約90%は既存企業が担っている。

• 既存企業においては、自社R&D（インハウスR&D）は、自社のコア技術の向上として行われるが、新規分野・事業へ

の展開による成長のためのイノベーションについては、成功率等の観点から自身での投資が困難であり、スタートアップか

ら獲得が最も重要なリソースとなっている。
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医療機器のイノベーション創出とグローバル展開

PMDAのHPにて公表の申請書類概要および
Crunchbase、Pitchbook、各社HPの情報より経済産業
省作成。2012年から2022年に新医療機器として承認さ
れた製品について、PMDAのHPにて好評の申請書類概要
に記載の開発した企業を抽出。
抽出できた企業について、Crunchbase、Pitchbookおよ
び各社HPにてVCから資金調達している企業をSUとした。

国内で承認された海外企業起源の新医療機器の開発起源企業と販売企業の分類

既存企業による
インハウスの研究開発
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SU以外
SU

59.6 

9.0 

40.4 

91.0 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

起源 販売

割
合



6

海外と国内大手の投資（R&D、M&A）の比較

• 国内大手企業の研究開発費の伸びおよび買収件数は診断/治療系に関わらず、いずれも海外大手企業の

それらと比較して小さい傾向がみられる。

• 特に新規分野・事業への展開による成長のためのイノベーションに重要なスタートアップ等を活用した

研究開発（水平分業）に課題。

グローバル企業と国内企業における買収件数と研究開発費の伸び（2019-2023）バブルサイズ：2023年売上高
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国内企業は、医療機器専業または関連事業の売上が75%以上の企業のFY2023売上高上位6社を対象、グローバル企業は、医療機器専業または関連事業の売上が75%以上の企業のうち売上高上位25社（売上高は各社FY期末時点の為替レートを使用して米ドル換算。うち、3社は国内企業上位6社と重複）を対象として、Crunchbaseおよび各社IR資料より以下の条件で抽出の上、作成。
買収件数：Crunchbaseより買収公表時設立15年以内の企業買収件数を使用。研究開発費CAGR：各社公表情報より算定（日系企業は円ベースで算定、他企業は各社FY期末時点の為替レートを使用して米ドル換算）。
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国内医療機器企業の海外進出状況

• 国内売上高上位20社においても海外売上高比率が50%を超えるのは7社であり、このような既存企業をイノベー

ションの出口とするとともに、海外売上高比率が低い既存企業へは輸出を伸ばす施策が必要。

国内売上高上位20社の海外売上高比率

医療機器専業または関連事業の売上が85%以上の企業のうち売上高上位19社を対象として、決算年度2022の各社IR資料より経済産業省作成。国内売上高が90%を超え、IR資料に海外売上高の記載のない企業は近似的に5%とした。
*：キャノンメディカルは決算年度2023のIR資料およびHP情報（https://www.medical.canon/jp/recruit/newgradu/special/special06.html）より作成。
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• 日本のスタートアップのExit事例は非常に少なく、大手企業との連携や出口を見据えた戦略立案に課題がある。

• 国内のスタートアップの資金調達金額は米国の1/100程度であり、革新的なアイデアを、非臨床・臨床試験等によ

るエビデンス創出を通して育成する環境にも課題がある。
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医療機器スタートアップのExitおよび資金調達状況

日米におけるスタートアップのExit件数 日米スタートアップの資金調達状況（2021）
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国内：Initialに登録された2021年における医療機器スタートアップの調達データを集計。
米国： CB Insights HP情報（https://www.cbinsights.com/research/medical-device-tech-funding-trends/）
より2021年のデータを$1 = ¥109.75円（https://data.imf.org/regular.aspx?key=61545850）として集計。

国内：Initialより、以下条件にて該当スタートアップを抽出。
設立→2009/1/1以降、国・地域→日本、タイプ→IPO（IPO企業の検索のみ）

米国：Crunchbaseより、以下条件にて該当スタートアップを抽出。
Crunchbase：Industry→Medical Device、Headquarters Location→US、Founded Date→2009/1/1以降、IPO Status→

Public または M&A、Status→Was Acquired
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https://www.cbinsights.com/research/medical-device-tech-funding-trends/）より2021年のデータを$1
https://data.imf.org/regular.aspx?key=61545850


医療機器産業成長における各プレイヤーの役割

役割
既存企業

スタートアップ
海外売上高比率高 海外売上高比率低

イノベーション創出

現
状
・
課
題

⚫ 自社販売インフラと高いシナジー
を有するイノベーションの創出が必
要。

⚫ インハウスR&Dとオープンイノベー
ションを両睨みで実施

⚫ 投資規模拡大のための企業体
力向上が必要

⚫ 研究開発投資を行いやすい資本
政策

⚫ 海外販路を構築するための競争
力のある製品の獲得が必要。

⚫ インハウスR&Dとオープンイノベー
ションを両睨みで実施

⚫ 革新的なアイデアとシーズを有し
ているが、海外展開を見据えた
非臨床・臨床試験資金の不足

⚫ 大手企業への導出を見据えた事
業戦略の不足

施
策

⚫ 研究開発税制の活用促進
⚫ オープンイノベーション税制の活用

促進

⚫ 研究開発税制の活用促進
⚫ オープンイノベーション税制の活用

促進

⚫ 研究開発補助
⚫ 事業化伴走支援（大手企業と

の早期のマッチング）

グローバル展開

現
状
・
課
題

⚫ 米国等の海外販路を活かして、
獲得した製品を販売

⚫ グローバル展開に向けた販路拡
大、規制対応

⚫ 国内スタートアップの情報・連携
が限定的

⚫ 競争力の高い製品による米国等
海外販路の構築が必要

⚫ 国内スタートアップの情報・連携
が限定的

※M&A等により大手に導出し、大
手の販売インフラ上で収益化する

施
策

⚫ グローバル展開支援
⚫ 国内SUとのマッチング支援

⚫ 米国販路獲得支援
⚫ 国内SUとのマッチング支援

⚫ 大手企業とのマッチング支援
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